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幕
別
町
は
合
併
10
周
年
や
開
町 

１
２
０
年
を
迎
え
る
年
で
あ
る

平
成
28
年
に
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手
と
市
川
友

也
選
手
に
幕
別
町
応
援
大
使
と
し
て
就

任
し
て
い
た
だ
い
た
。
つ
い
て
は
以
下

の
点
を
伺
う
。

⑴
幕
別
町
が
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使

を
も
ら
っ
た
こ
と
の
レ
ガ
シ
ー
は
、
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

⑵
応
援
大
使
と
し
て
幕
別
町
を
Ｐ
Ｒ

し
、
町
の
活
性
化
に
協
力
し
て
く
れ
た

大
谷
翔
平
選
手
を
、
町
と
し
て
感
謝
の

意
を
表
し
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
活

躍
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

 

町 

長 

⑴
本
町
の
応
援
大
使
制
度
創
設
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
こ
と
で
、
応
援
大
使
が

町
の
知
名
度
向
上
や
魅
力
発
信
に
効
果

が
あ
る
と
実
感
し
、
活
躍
す
る
本
町
出

身
者
や
町
ゆ
か
り
の
方
を
委
嘱
す
る

「
幕
別
町
応
援
大
使
」
を
制
度
化
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
後
援
会
が
町

内
に
設
立
し
、
青
少
年
健
全
育
成
の
機

運
が
醸
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
農
産
物
や

特
産
品
が
応
援
大
使
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
、
販
売
や
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
。

　

サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
ホ
ー
ム
等
の
展
示

は
、
現
在
も
町
の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
大
谷
選
手
が
応
援
大
使
と
な
っ
た
の

は
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

一
事
業
で
あ
り
、
本
町
の
知
名
度
の
向

上
等
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
が
、
同
じ
「
応

援
大
使
」
と
い
う
呼
称
で
あ
っ
て
も
、

本
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
は
異
な

る
。
本
町
が
大
谷
選
手
の
出
身
地
な
ら

ば
郷
土
の
誇
り
と
し
て
応
援
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
幕
別
町
に
お
い
て
は
、
個

人
レ
ベ
ル
で
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
応

し
、
災
害
時
に
お
け
る
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
お
よ
び
災
害
対

策
の
実
施
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

趣
旨
と
し
て
、
令
和
３
年
５
月
20
日
に

「
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。
つ
い
て

は
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
幕
別
町
は
「
災
害
対
策
基
本
法
」
で

努
力
義
務
と
さ
れ
た
「
個
別
避
難
計
画
」

を
作
成
す
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

⑵
幕
別
町
内
の
「
指
定
避
難
所
」
、
特

に
要
配
慮
者
収
容
可
能
施
設
と
さ
れ
る

「
福
祉
避
難
所
」
に
、
避
難
所
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
伺
う
（
冷
暖
房
設
備
の
有
無
、

除
排
雪
体
制
や
人
材
の
確
保
な
ど
）
。

⑶
「
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
緊

急
受
入
に
関
す
る
協
定
書
」
を
結
ん
で

い
る
施
設
数
を
伺
う
。

 

町　

長 

⑴
個
別
避
難
計
画
の
作
成
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

モ
デ
ル
的
に
取
組
を
進
め
て
い
る
公
区

と
の
協
働
に
よ
り
、
計
画
作
成
の
具
体

的
手
法
を
構
築
し
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
う
ち
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険

な
区
域
で
介
護
度
の
高
い
方
や
独
居
ま

た
は
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を

優
先
に
、
計
画
の
作
成
に
取
り
組
む
。

⑵
福
祉
避
難
所
の
設
備
状
況
は
、
多
目

的
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
、
暖
房
設
備
を

備
え
て
い
る
が
、
冷
房
設
備
は
一
部
の

施
設
の
み
で
あ
り
、
室
温
が
過
度
に
上

昇
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
冷
風

機
や
送
風
機
等
そ
の
他
必
要
備
品
を
協

定
締
結
リ
ー
ス
会
社
に
要
請
し
、
避
難

所
の
環
境
維
持
に
努
め
る
。
ま
た
、
除

排
雪
に
つ
い
て
は
、
町
内
事
業
者
に
依

頼
し
速
や
か
に
除
排
雪
を
行
う
体
制
と

し
て
い
る
。
指
定
避
難
所
の
開
設
は
、

災
害
発
生
の
時
間
帯
や
降
雪
の
状
況
に

よ
っ
て
は
そ
の
対
応
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
の
共
助
に
よ
る
避

難
所
運
営
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
て
い
る
。

⑶
「
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
緊

急
受
入
に
関
す
る
協
定
」
は
３
つ
の
法

人
と
結
ん
で
い
る
。

答問
個
人
レ
ベ
ル
で
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る

か
つ
て
幕
別
町
応
援
大
使
だ
っ
た
大
谷
翔
平
選
手

を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

問

忠類ナウマン公園を訪れた市川選手と大谷選手
　(平成 28 年 11 月 21 日）

谷口　和弥 議員
（拓政会）

問

2021.11月号

答問

個
別
避
難
計
画
の
作
成
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

避
難
行
動
要
支
援
者
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

⓬


